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　「
世
界
の
ト
ヨ
タ
」
の
ル
ー
ツ
企
業

で
あ
る
株
式
会
社
豊
田
自
動
織
機
。
同

社
の
愛
知
県
刈
谷
市
の
本
社
・
工
場
敷

地
向
か
い
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
池
田

工
業
の
工
場
だ
。 

　
豊
田
自
動
織
機
か
ら
独
立
し
た
祖
父

が
始
め
た
事
業
を
、
父
が
会
社
と
し
て

設
立
・
発
展
。
現
在
も
豊
田
自
動
織
機

を
主
要
取
引
先
に
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
部

品
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
部
品
の
切
削
加

工
を
営
ん
で
い
る
。 

　
２
０
０
３
年
に
社
長
と
な
っ
た
池
田

裕
幸
社
長
が
心
が
け
て
い
る
の
は
「
時

代
に
合
っ
た
経
営
」
だ
。「
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
や
働
く
人
の
意
識
の
変
化
を
し

っ
か
り
捉
え
、
お
客
様
も
従
業
員
も
満

足
で
き
る
会
社
に
し
て
い
く
」
こ
と
を

指
向
し
て
い
る
。 

　
 
  

課
題
は
生
産
管
理
 

▼ 

し
か
し
そ
の
前
に
す
べ
き
こ
と
が
 

　
社
内
業
務
に
お
い
て
気
に
な
っ
て
い

た
の
は
生
産
管
理
、
特
に
納
期
面
の
管

理
だ
。
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
は
、
有
名
な

「
か
ん
ば
ん
方
式
」
に
よ
り
、
無
駄
な

在
庫
を
持
た
ず
、
後
工
程
が
前
工
程
に

対
し
て
必
要
な
部
品
を
発
注
す
る
仕
組

み
を
と
っ
て
い
る
。
池
田
工

業
へ
は
、
事
前
に
内
示
が
あ

っ
た
後
、「
か
ん
ば
ん
」
が
来

る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
を
社
内

で
ど
う
取
り
込
み
、
実
際
の

生
産
計
画
と
連
携
さ
せ
て
い

く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

受
注
は
電
子
デ
ー
タ
で
受
け

る
も
の
の
（
E
D
I
）、
社
内

の
生
産
状
況
は
人
に
よ
る
管

理
が
中
心
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

　
池
田
社
長
は
I
T
を
活
用
し
た
生
産

管
理
を
実
現
し
た
い
と
考
え
た
が
、
良
い

方
法
が
見
出
せ
な
い
で
い
た
。 

　
思
案
し
て
い
た
2
0
0
4
年
の
夏
、

中
小
企
業
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店
か
ら
、

I
T
経
営
応
援
隊
の
経
営
者
研
修
会
を

紹
介
さ
れ
る
。 

　「
経
営
者
の
研
修
会
で
な
お
か
つ

I
T
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
は
良
い
と
。

し
か
も
無
料
な
の
は
珍
し
い
で
す
し
」

　
研
修
で
は
、I
T
が
先
で
は
な
く
経

営
面
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
。 

他
社
の
経
営
者
と
議
論
を
交
わ
す
ス
タ

イ
ル
に
少
し
戸
惑
っ
た
も
の
の
、
研
修

が
進
む
う
ち
に
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
企
業
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、

有
意
義
だ
っ
た
と
い
う
。 

　
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
具
体
的
に
実

行
し
よ
う
と
、
講
師
を
務
め
た
I
T
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
I
T
C
）
の
水
口
和

美
氏
に
社
内
研
修
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
）
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
依
頼
、
引

き
続
い
て
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
・

中
部
支
部
の
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
専
門
家
継
続
派
遣
事
業
）
の
支
援
を

受
け
て
Ｉ
Ｔ
導
入
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
依
頼
し
、2
0
0
7
年
の
新
シ
ス
テ

ム
構
築
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
水
口
氏
が
池
田
工
業
で
ま
ず
実
施
し

た
の
は
「
意
識
改
革
を
目
的
と
し
た
リ

ー
ダ
ー
研
修
」
だ
っ
た
。
水
口
氏
は
、

企
業
が
改
革
に
成
功
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
従
業
員
の
意
欲
・
意
識
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。 

　
同
社
で
は
「
技
術
」「
品
質
」「
I
T
」

の
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

社
員
自
身
が
現
状
分
析
か
ら
解
決
策
の

提
案
、
目
標
の
設
定
を
行
っ
た
。 

　
 

　 

事
業
拡
大
を
目
指
す
か
ら
 

▼ 

シ
ス
テ
ム
が
必
要
 

　
こ
の
う
ち
、I
T
面
＝
生
産
管
理
シ

ス
テ
ム
が
目
標
と
す
る
の
は
数
千
点
に

お
よ
ぶ
製
品
の
製
造
の
進
捗
状
況
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
管
理
し
、
納
期
や

在
庫
の
問
い
合
せ
に
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
こ
と
。
同
時
に
無
駄
な
事
務
作
業
を

削
減
し
、
新
し
い
仕
事
の
創
造
に
時
間

を
使
え
る
体
制
を
目
指
す
。 

　
I
T
C
水
口
氏
は
「
仕
事
量
が
増
加

し
た
と
き
や
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態

に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
社
長

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
会
社
の
現
状
が
見
え

る
よ
う
に
す
る
」
と
説
明
す
る
。 

　
内
示
↓
か
ん
ば
ん
と
い
う
独
自
ス
タ

イ
ル
に
対
応
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト

が
見
つ
か
ら
ず
苦
慮
し
た
が
、
水
口
氏

の
奔
走
で
め
ど
は
立
っ
た
。
今
後
は
細

部
の
仕
様
検
討
に
入
る
。 

　
池
田
社
長
が
思
い
切
っ
た
シ
ス
テ
ム

構
築
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
、
次
の

よ
う
な
思
い
が
あ
る
。 

　「
ま
ず
、
常
に
努
力
を
し
て
お
客
様

に
選
ば
れ
る
会
社
で
あ
る
こ
と
。
将
来

は
自
分
た
ち
が
考
え
た
商
品
を
世
に
出

し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

な
お
良
い
」 

　
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
も
の

づ
く
り
の
喜
び
を
さ
ら
に
追
求
す
る
た

め
に
、
池
田
工
業
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム

導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
。 

 

会 社 概 要 

池田工業株式会社 
愛知県刈谷市宝町2-3-7 
 
創　業：昭和28年 
売上高：19億円  
従業員： 75名 
事業内容：カーエアコ
ン部品、フォークリフ
ト部品、繊維機械部品
の製造。豊田自動織機
を主要取引先とする。 

URL：http://www.ikeda-ind.co.jp

代表取締役社長　池田裕幸　氏 

　卒業後 4 年間は豊田自動織機に勤務。
2003 年から社長に。「強く言われたことは
ないが、自分は社長になるのだろうという
意識は持っていました」 
　池田社長が心がけているのは「会社の方
向性をわかりやすく伝えること」。 

　水口氏が経営するコンサルテーションファーム・ARUは名古屋ソフ
トウェアセンター内にオフィスを構える。別会社ではあるが名古屋ソフト
ウェアセンターのコンサルティング組織に近い活動形態を取り、中小
企業金融公庫や依頼先企業から安心感を得る一つの要因となっている。 
　水口氏の経営者研修会は「迫力にあふれる」ことで定評がある。
名古屋ソフトウェアセンターの高嶋雅樹専務も「企業の経営を改善し
たいという熱意が伝わってくる。水口さんを頼ってセンターに相談に訪
れる企業も多い」という。 
　池田工業の池田社長も、研修会で講師を務めた水口氏に惹かれ
て個別コンサルの依頼に至った一人。「経営全体を見てITを道具とし
て使うアドバイスをいただける方に始めて出会った。信頼を持ってご指
導いただいています」と笑顔で話す。 
　名古屋地区の経営者研修会はすぐに満席になる好評ぶりだが、高
嶋専務は「中小企業金融公庫の皆様のお力で経営者研修会が広ま
ってきたが、この良さをもっとアピールし、地域企業のご支援を進めた
い」と気を引き締めている。 

名古屋ソフトウェアセンター 
代表取締役専務 
高嶋雅樹 氏（左） 
http://www.nagoya-sc.co.jp

株式会社ARU代表取締役 
ITコーディネータ 
水口和美 氏 
http://www.aruinc.jp/

サポーター紹介 

 中部地区の中小企業に経営改革の機会を提供 
 中小企業金融公庫　名古屋支店 

コラム 

　池田社長はIT 経営応援隊の経営者研
修会に参加し、ITコーディネータ水口氏と
の出会いやIT活用に踏み切る機会を得た。 
　名古屋地区そして中部地区の経営者に
こうした研修会への参加を積極的に呼びか
けているキー機関が中小企業金融公庫名
古屋支店である。 
　「この地域は堅実でローコスト経営を実現
している企業が多く頼もしい。今はスピード
経営の時代ですから、在庫、出荷など経営
者が自社の実態を把握していることが大前
提になりました。となれば、ITを駆使するの
は必然です」と熊田善三郎支店長は地域
企業を激励する。 
　政府系金融機関である中小企業金融公
庫は、国家施策の流れを汲み中小企業を
支援することが使命だ。「融資はもちろんで
すが、全国規模で収集される経営改革事
例のご提供や、コンサルティングなど、幅広
いご支援を行っています」という野田祐司副
長の言葉どおり、担当職員は企業訪問の
際に、常に企業が抱える課題を掴むよう心
がけているという。 
　その中で、専門家による具体的なコンサ
ルティングが有効と思われる場合には橋渡し
を行っており、ITに関連しそうな課題を持つ
意欲ある企業には経営者研修会への参加
を薦めている。 
　名古屋地区では昨年経営者研修会が3
コース開催されたが、いずれも満席。池田

工業のように個別のコンサルティング契約に
至る会社も見られた。 
　ただ、紹介する以上、研修会の内容が
満足できるものでなければ、融資先企業か
らの評価は下がってしまう。この点については、
「国の推進事業であるIT経営応援隊である
こと、名古屋ソフトウェアセンターという信頼
できる機関が主催していることで自信を持っ
て推薦できる。そして、ITコーディネータ水
口和美さんのように、親身に経営者の立場
に立ってコンサルティングができる人材の存
在が大きい」（野田副長）と説明する。 
　熊田支店長は地域の経営者に向け、「経
営者は立場上、独りよがりになりやすい面を
持ちますが、私どもは今後も良き相談相手
でありたいと考えています。ITに関してはリ
スクマネジメント、セキュリティの部分も忘れ
ずに取り組んでください」とメッセージを送る。 

▲熊田善三郎　支店長（左） 
　野田祐司　副長 
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特集 特集 二代目社長の清涼感 二代目社長の清涼感 事例紹介② 
Ｉ
Ｔ
活
用
計
画
中
　
愛
知
県
刈
谷
市
・
自
動
車
部
品
製
造
　
池
田
工
業
　
の
場
合 


